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社会福祉審議会児童福祉専門分科会 

令和６年（2024年）９月13日 

子ども家庭部子どものしあわせ課 

 

 

「八王子市子育て応援サポーター」の創設について（報告） 

 

 

八王子市は、子育て中の保護者と同じ目線で、子育ての喜びや悩みに共感し、子育て

を楽しむまちづくりの実現に向けた気運醸成や情報発信に取り組むことを目的に、「八

王子市子育て応援サポーター」を創設しました。 

このサポーターに、アトランタオリンピックをはじめ、競泳選手として３度のオリン

ピックに出場し、現在二人の子どもを育てる田中雅美さんが就任しました。田中さんは

学生時代を八王子で過ごし、八王子市が市制 100周年を迎えた際は、八王子 100年応援

団員として様々なイベントにご協力いただきました。 

 

１ 子育て応援サポーターについて 

（１）役割  

・子育て中の保護者と同じ目線で、子育ての喜びや悩みに共感し、子育てを楽しむ

まちづくりの実現に向けた気運醸成 

・八王子市の子育て施策や子育て環境をメディアや自身のＳＮＳ等で発信 

（２）就任期間 

令和６年（２０２４年）８月２７日から 

令和８年（２０２６年）８月２６日まで（２年間） 

（３）今後の予定（予定） 

 ・八王子市子ども・子育てフォーラムでの講演 

  ・幼児教育・保育施設への訪問 など 

 

２ 田中 雅美さんのプロフィール 

アスリート・スポーツコメンテーター。水泳選手として、３回のオリンピックに出

場。現在は、２児の母として子育てをしながら、スポーツコメンテーターとして活躍。

八王子高校、中央大学を卒業。八王子 100年応援団団員。 
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子ども・若者育成支援計画の改定について

計画の概要

１ 人口減少・少子化やDXの推進など、社会情勢の変化への対応

２ 新たな課題への対応（不登校児、ヤングケアラーへの支援など）

３ 児童福祉と母子保健の一体的な連携・支援体制の構築

4 子ども・若者の意見聴取と施策への反映

改定の主なポイント

◆計画の位置付け
○こども基本法に基づく「市町村こども計画」
○福祉、保健、医療、教育、雇用など、様々な分野にわたる
子ども・若者・子育てに関する総合的な計画

○八王子未来デザイン2040、八王子市地域福祉計画の
下位計画

◆基本理念
みんなで育てる みんなが育つ
わたしたちがミライにつなぐ はちおうじ

◆子ども・若者の意見聴取
○アンケート調査（小・中学生、若者、保護者、ひとり親家庭）
○はちビバ利用者を対象としたヒアリング調査
○子ども向けパブリックコメントの実施 など

◆計画期間
令和７年度（202５年度）～11年度（2029年度）の５年間

計画の基本方針と主な取組み

基本方針１ ミライを担う子ども・若者の育成

○子どもの権利を大切にするまちづくり
○子どもの生きる力を育む遊びや体験の充実
○乳幼児期の教育・保育の質の向上
○健やかな育ちや自立に向けた支援
○子ども・若者の居場所づくり

◆主な取組み
・子どもの権利の保障と参画の推進
・不登校総合対策の推進
・乳幼児期における非認知能力の向上

基本方針２ 子どもを育む家庭への支援

○妊娠期からの切れ目ない支援の充実
○働きながら子育てできる環境の整備
○安心して子育てをするためのサポート
○子育て家庭の居場所づくり

◆主な取組み
・こども家庭センターの設置
・在宅子育て家庭の孤立防止
・妊婦のための支援給付等の実施
・学童における長期休業中の昼食提供

基本方針３ 子ども・若者・子育てをみんなで支えるまちづくり

○地域全体で子ども・若者の成長を支える
環境整備

○子育てプロモーションの推進
○子ども・若者が安全・安心に暮らせるまちづくり

◆主な取組み
・子育て応援サポーターによる情報発信
・はちまるサポートによる地域づくり
・大学等と連携した子ども・若者の育成等
・集いの拠点での子ども・若者の活動支援

基本方針４ 配慮が必要な子ども・若者と家庭への支援

○児童虐待の防止
○障害のある子ども・若者への支援
○ひとり親家庭への支援
○子ども・若者の貧困対策の推進
○外国につながる子どもと家庭への支援
○様々な悩みを抱える子ども・若者への支援

◆主な取組み
・児童虐待防止の推進
・医療的ケア児の支援体制
・多文化キッズサロン
・子ども・若者・子育て家庭の孤独孤立対策
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基本方針１の主な取組み

◆子どもの権利の保障と参画の推進

子どもの権利の重要性が増している状況を踏まえ、八王子市全体で子ども
の権利を大切にするまちづくりを実現していくため、これまでの取組をさら
に推進していく。

◆乳幼児期における非認知能力の向上

幼児教育・保育施設が、各園の環境や強みを活かしながら、各園が選択する
テーマに沿って、乳幼児の興味・関心に応じた探究活動を実践する。また、そう
した取組みを行う施設を支援することで、幼児教育・ 保育の充実を図る。

◆不登校総合対策の推進

市教育委員会が策定した「つながるプラン」（不登校総合対策）に基づき、つ
ながりをキーワードとした総合的な対策に取り組む。

≪支援のイメージ≫

自宅

適応指導教室・高尾山学園

公的機関・教育委員会

・児童相談所
・子ども家庭
支援センター
・はちビバ

・教育センター
・給食センター
・図書館 など

学校・教育支援センター

民間施設等

≪子どもの権利に関する取組み案≫

多様な子どもの参画方法の検討、若者と連携した意
見聴取、子どもの参画に対する理解促進 など

児童虐待やいじめ被害の防止、ヤングケアラーへの
支援、相談しやすい環境づくり など

子ども条例の制定検討、子どもや大人など対象に合
わせた周知の実施 など

活かす

広める

守る

≪探求活動の考え方≫

≪子どもの反応をきっかけに成長をサポート≫

なんで？どうして？

できるかな？こうしてみよう！

できた！今度はあれをやってみよう！

好奇心を持つ。きっかけを増やす。

考えを広げる。

考えを深める。



基本方針２の主な取組み

◆こども家庭センターの設置

すべての妊産婦・子育て世帯を対象に、児童福祉と母子保健が一体的支援を
行う機能を有する機関として「こども家庭センター」の設置が努力義務化。
虐待への予防的な対応から子育てに困難を抱える家庭まで、ポピュレーション
アプローチとハイリスクアプローチを両輪として、切れ目なく、もれなく対応する。

◆妊婦のための支援給付等の実施

◆学童保育所における長期休業中の昼食提供

長期休業中（夏休みや冬休みなど）の子どもたちの健康維持増進や保護者の
負担軽減のため、学校栄養士が栄養バランスを考えた学校給食で人気の献立
を、温かくておいしい手作り昼食として学童保育所の子どもたちへ提供。

妊娠期 出産後 乳児期 幼児期以降

伴走型相談支援

妊婦面談 あかちゃん訪問

≪事業イメージ≫

経済的支援

８か月アンケート 産後ケア事業、その他健診など

支援給付（1回目）

（保健福祉センター） （子ども家庭支援センター）

≪こども家庭センターのイメージ≫

児童手当、018サポートなど支援給付（2回目）

◆在宅子育て家庭の孤立防止

保護者の就労等の有無にかかわらず、定期的に教育・保育施設へ子どもを預
けられる環境を整備。自宅で子育てをする家庭の孤立対策と養育力向上、育児
不安の軽減などを支援。

≪事業イメージ≫ 教育・保育施設

在宅子育て家庭

就労等にかかわらず
定期的に通園



基本方針3の主な取組み

◆子育て応援サポーターによる情報発信

子育て応援サポーターに就任した本市ゆかりのオリンピアンである田中雅美さ
んに、本市の子育て情報や魅力ある子育て環境を発信していただき、子育てプ
ロモーションを推進する。

◆はちまるサポートによる地域づくり

はちまるサポートにおいて、世代や属性を超えた交流の場や居場所づくり、交
流・参加・学びの機会を生み出すためのコーディネートに取り組む。

◆大学等と連携した子ども・若者の育成、子育て支援

学園都市としての特性を活かし、共同研究や生涯学習の推進、学生と子ども・
保護者の交流、外国人留学生の支援などを実施。子どもが高等教育に触れる機
会を増やし、地域社会と大学等がつながることで、地域に大学等があるメリット
を活かしたまちづくりを進める。

≪はちまるサポートによる活動例≫

≪子育て応援サポーターの活動例≫

子ども・子育て家庭

若者・大学生

大学等

◆八王子駅南口集いの拠点での子ども・若者の活動支援

八王子駅南口集いの拠点に公園、ライブラリ、ミュージアムの機能をつなぐ交
流拠点「SPOT HACHIOJI」を設置。コーディネーターが常駐し、子ども・若者
の学びやチャレンジを応援し、様々な活動をサポートしていく予定。

≪「SPOT HACHIOJI」及び交流イベントのイメージ≫

自己有用感の向上、地域社会とのつながり

ロールモデル、高等教育に触れる機会

地域課題の発掘、地域貢献

≪連携による効果≫

• 地域のボランティアサポーター養成

• 農業体験による交流イベントの開催

• 社会問題に関するセミナーや勉強会の開催

• 防災をテーマとしたまちあるきイベントの実施 など

• 保護者を対象とした講演会（フォーラム）
の開催

• 幼児教育・保育施設の訪問

• 保・幼・小・学童連携の視察

• 子育てひろばで保護者と交流 など

活動内容を発信

• 市のホームページ

• 個人のSNS

• メディアへの掲載



基本方針4の主な取組み

◆児童虐待防止（サポートプランを活用した支援の充実）

支援の必要性が高い妊産婦や子ども、その家庭を中心に、こども家庭センター
が作成するサポートプランを活用し、支援を充実する。

◆多文化キッズサロン

日本語を母語としない子どもが集い、交流する地域の居場所である「多文化
キッズサロン八王子」を設置。

◆子ども・若者・子育て家庭の孤独・孤立対策

孤独や孤立は、ひきこもりや8050問題などの地域生活課題に発展する可能
性があり、当事者となる子ども・若者や子育て家庭を早期発見・早期支援する
仕組みを構築していく。

≪事業イメージ≫≪サポートプランを活用した支援のイメージ≫

◆医療的ケア児の支援体制

≪孤独・孤立対策支援の例≫
（食で結ぶ孤独・孤立プラット
フォーム）

≪支援体制のイメージ≫

支援メニュー（例）

衣食住や経済的な支援

家事援助

一時的な休息

養育力の向上支援

相談援助

交流支援

サポートプランの作成
（当事者のニーズ把握）

ニーズに合わせた
支援

必要に応じて
利用勧奨・措置



次期子ども・若者育成支援計画　施策体系案 ※下線は現行計画からの修正や変更がある箇所

方針 基本施策名 施策名 施策の考え方 主な取組（例）

1.子どもの意見を大切にする

まちづくり

子どもの権利の中でも意見表明権に関する取

組をまとめている。

①子どもの参画の推進としくみづくり

②子どもの声の発信

③子どもの意見聴取

2.子どもの権利を守る取組 意見表明権をのぞく子どもの権利全般に関す

る取組をまとめている。

①子どもが相談しやすい環境づくり

②児童虐待やいじめ被害などの防止

③不登校総合対策の推進

④ヤングケアラーへの支援

3.子どもの権利を広めるため

の取組

子どもの権利の周知・啓発・普及に関する取

組をまとめている。

①子どもの権利確保に向けた取組み（子ども権利条例の検討

や子どもすこやか宣言の見直しなど）

②子どもの権利の理解促進や周知の強化

4.身体を使った遊びや体験機

会の充実

外遊びやスポーツなど、主に身体を使った遊

びや体験に関する取組をまとめている。

①本市の自然を活かした遊びや体験活動の充実

②身体を使った遊びやスポーツができる環境づくり

③プレーパーク事業の実施支援と人財育成

④遊びや体験活動に関する子どもや子育て家庭向け情報発信

の充実

⑤インクルーシブ遊具などを備えた公園づくり

5.豊かな感性を育てる遊びや

体験機会の充実

芸術や読書、伝統文化など、主に屋内で行う

ような遊びや体験に関する取組をまとめてい

る。

①文化芸術に関する多彩な遊びや体験活動の充実

②八王子市の歴史や伝統文化に触れる機会の充実

③遊びや体験活動に関する子どもや子育て家庭向け情報発信

の充実

④体験を通じた理科教育の実施

⑤放課後子ども教室での出張体験講座の実施

6.若者の活動・体験機会の充

実

主に若者を対象とした活動や体験に関する取

組をまとめている。

①若者を対象としたの体験機会の充実

②文化・芸術分野における活動の促進

③若者による社会参加・社会貢献活動の促進

④大学コンソーシアム等との連携による学生活動の支援

7.乳幼児期の教育・保育の質

の向上

乳幼児期の遊びや体験、教育、保育に関する

こと、特に幼児教育・保育施設に関する取組

をまとめている。

①幼児教育・保育センターによる教育・保育の質の向上

②「幼児教育・保育の質ガイドライン」を活用した教育・保

育の質の向上

③すくわくプログラムの実施

④保育士の配置基準変更

8.保・幼・小・学童連携の推

進

幼児教育・保育施設、学校、学童の連携な

ど、幼児期から小学生への接続に関する取組

をまとめている。

①「すくてくシート」の活用及び支援機関の連携推進

②スタートカリキュラムの活用

③「保・幼・小連携の日」の取組の充実

9.健康で自立した生活に向け

た取組

基本的な生活習慣の獲得や食育など、子ども

たちが健康で自立した生活を送るための取組

をまとめている。

①基本的な生活習慣の獲得に向けた啓発

②食べる楽しさや大切さを伝える食育の推進

③子ども・若者が自ら運動に親しむ機会の創出

10.将来や生き方を考える機

会の確保

ライフプランやキャリア形成など、自身の将

来や生き方について考える機会をまとめてい

る。

①赤ちゃんふれあい事業の推進

②キャリア教育の推進

③若者の創業・起業の支援

11.青少年の健全育成に向け

た支援

青少年の健全育成に関する取組をまとめてい

る。

①青少年育成指導員や青少年対策地区委員会の活動支援

②メディアリテラシーの向上に向けた啓発活動の実施

③学校や関係機関と連携した、薬物の危険性や飲酒・喫煙に

よる健康への影響についての啓発・教育活動の実施

12.多様な居場所の確保・創

出

子ども・若者の居場所の充実に関する取組を

まとめている。

①公共施設を活用した居場所づくり

②地域資源を活用した居場所づくり

③災害時の居場所づくり

13.居場所につながる仕組み

づくり

居場所の周知に関する取組をまとめている。 ①子ども・若者への情報発信

②支援者への情報発信

③居場所に関するニーズの調査と発信

14.より良い居場所にするた

めの支援

居場所の質の担保や居場所同士の連携などに

関する取組をまとめている。

①子ども・若者とともに作る居場所づくり

②居場所づくりの担い手の確保・育成

③居場所間の連携

1. 子どもの権利を大

切にするまちづくり

基

本

方

針

１

ミ

ラ

イ

を

担

う

子

ど

も

・

若

者

の

育

成

5.子ども・若者の居

場所づくり

4. 健やかな育ちや自

立に向けた支援

3. 乳幼児期の教育・

保育の質の向上

2. 子どもの生きる力

を育む遊びや体験の

充実

720293
スタンプ



方針 基本施策名 施策名 施策の考え方 主な取組（例）

15.八王子版ネウボラの体制

強化

児童福祉と母子保健の一体化による八王子版

ネウボラの体制強化に関する取組をまとめて

いる。

①こども家庭センターの設置

②妊婦のための支援給付事業の実施

16.妊娠前後の支援 妊婦面談や妊婦健診など、妊娠前後に関する

取組をまとめている。

①保健師等による妊婦面談の実施

②妊婦健診の実施

③すくすくメールによる妊娠・子育て情報の発信

④パパママクラスの実施

17.産前産後の支援 あかちゃん訪問や産後ケア事業など、産前産

後に関する取組をまとめている。

①あかちゃん訪問事業の実施

②産後ケア事業の充実

③産前・産後サポート事業の実施

④すくすくメールによる妊娠・子育て情報の発信

18.乳幼児期の支援 乳幼児健診や予防接種など、主に保健医療に

関する取組をまとめている。

①乳幼児健診の充実

②予防接種の実施、情報発信

19.多様な教育・保育の提供 一時預かりや待機児童の解消など、幼児教

育・保育施設におけるハード・ソフト両面の

取組をまとめている。

①乳幼児期の教育・保育に関する方針の策定

②一時保育の充実

③病児・病後児保育の充実

④教育・保育施設の手続きに関するICTの活用

20.学童保育所の充実 学童と放課後子ども教室の一体的な連携や待

機児童ゼロの継続など、学童保育所における

ハード・ソフト両面の取組をまとめている。

①一体的連携による学童保育所・放課後子ども教室の拡充

②学童保育所における長期休み中の昼食提供

③学童保育所での高学年の受入拡大

④子どもの朝の活動支援

⑤学童保育所の手続きに関するICTの活用

21.子育てと仕事が両立でき

る環境づくり

子育てと仕事の両立に関する取組をまとめて

いる。

①ワーク・ライフ・バランスについての情報発信

②就職・就労支援のための講座やセミナーを実施

③子育て応援企業への支援

④若者の安定した雇用の促進

22.子育て家庭への経済的支

援

児童手当や医療費助成、保育料の無償化な

ど、経済的な支援に関する取組をまとめてい

る。

①幼児教育・保育の無償化

②子育て家庭への住宅支援の充実

③児童手当の拡充など各種手当・医療費の助成

23.家庭での子育て力向上に

向けた支援

パパママクラスや食育など、家庭の子育て力

向上に関する取組をまとめている。

①子育てに関する講座やイベントの充実

②食べる楽しさや大切さを伝える食育の推進

③家庭教育の支援の充実

④父親の育児参加の促進

24.子育てに関する相談体制

の充実

子育てに関する相談体制の取組をまとめてい

る。

①多様化する家庭の悩みに対する包括的な相談・支援体制

②相談窓口の周知

25.子育てひろばの充実 子育てひろばに関する取組をまとめている。 ①「子育てひろばガイドライン」の活用

②子育てひろばスタッフの人材育成

③子育てひろばに関する情報発信の充実

26.気軽に利用できる教育・

保育環境の整備

誰でも通園制度やゆめきっずでの一時預かり

など、利用要件のない（少ない）支援をまと

めている。

①誰でも通園制度の実施

②子育てひろばでの一時預かり

③幼児教育・保育施設の多機能化

27.地域の居場所づくり 官民で取り組む子育て家庭の居場所づくりに

関する取組をまとめている。

①民間の子育て支援団体の支援

②子ども食堂における子どもや保護者の居場所づくりや気軽

に悩みを話せる場づくりの支援

基

本

方

針

２

子

ど

も

を

育

む

家

庭

へ

の

支

援

8. 安心して子育てを

するためのサポート

7. 働きながら子育て

できる環境の整備

6.妊娠期からの切れ

目ない支援の充実

9. 子育て家庭の居場

所の充実



方針 基本施策名 施策名 施策の考え方 主な取組（例）

28.地域人材の確保・育成 子育てボランティアの支援や子育て支援者の

スキルアップ支援に関する取組をまとめてい

る。

①ボランティアの育成、きっかけづくり

②ファミリー・サポート・センター事業

③子育て支援者への研修機会の充実

29.子ども・若者・子育てを

応援する団体の支援

子ども・若者・子育て支援を行う市民活動団

体への支援に関する取組をまとめている。

①市民活動団体等のネットワークづくりの支援

（若者支援協議会の設置による顔の見える関係づくり）

②地域で活動する団体の支援（町会・自治会、子ども会等）

③子ども食堂や無料学習塾などの活動支援

④八王子駅南口集いの拠点での市民活動支援

⑤市民企画事業補助金交付事業

30.企業・大学等による子ど

も・若者・子育て支援

企業や大学等、多様な主体が行う子ども・若

者・子育て支援に関する取組をまとめてい

る。

①子育て応援企業の活動支援

②大学等と連携した子ども・若者の育成、子育て支援

31.ゆるやかなつながりで紡

ぐ地域連携

様々なコミュニティが取り組む地域連携や活

動支援に関することをまとめている。（子ど

も・若者・子育て支援を中心に）

①地域が主体的に運営するプラットフォームの設置・運営

②はちまるサポートによる地域づくり事業

③子育て施設や学校施設を核とした地域連携の推進

32.みんなに届く子育て情報

の発信

多様な媒体を活用した子育てプロモーション

に関する取組をまとめている。

①様々な媒体を活用した多様な情報発信

②子育て応援サイトによるわかりやすい情報発信

③子育て応援サポーターによる子育て情報の発信

33.子育てをみんなで楽しむ

まちづくり

子育てを楽しむ気運の醸成を促す取組をまと

めている。

①子ども・子育てフォーラムの開催

②市民や企業、大学など、多様な立場からの子ども・子育て

支援への参画・協働の推進

34.子どもと一緒におでかけ

しやすいまちづくり

まちづくりに関する取組をまとめている。 ①道路や公共施設におけるユニバーサルデザインの促進

②親子や若者も楽しめる八王子駅南口集いの拠点

③おでかけをサポートする情報の発信

④きれいなまちづくりの推進

35.地域力を活かした防犯対

策

防犯に関する取組をまとめている。 ①地域や事業者と連携した見守りやパトロール活動の充実

②犯罪・不審者情報メール・SNSによる情報発信

③若者の非行防止や立ち直り支援

36.子どもを事故から守るた

めの取組

交通事故や生活場面での事故などの事故から

守る取り組みをまとめている。

①地域が一体となった交通安全点検の実施と対策の推進

②年齢に応じた交通安全教室・自転車教室の実施

③幼児教育・保育施設における子どもの安全・安心月間の実

施

④子どもの不慮の事故を予防するための情報提供

方針 基本施策名 施策名 施策の考え方 主な取組（例）

37.児童虐待の予防や早期発

見・早期対応

児童虐待の予防的支援や早期発見・早期支援

に関する取組みをまとめている。

①児童福祉と母子保健の連携による児童虐待の予防的支援の

強化と早期発見・早期対応

②小・中学校における児童虐待予防と早期発見に向けた体制

の充実

③気軽に悩みや不安を話せる機会や場所の充実

38.支援が必要な家庭への支

援と人材育成

要保護児童や要支援家庭、特定妊婦などへの

支援と人材育成に関する取組をまとめてい

る。

①支援機関の連携を深めるネットワークの充実

②要支援家庭への支援の充実

③児童虐待防止のための人財（人材）育成

④児童相談所との連携強化

39.社会的養護を必要とする

子どもへの支援

社会的養護に関する取組をまとめている。 ①社会的養護や里親制度について周知・啓発

②家庭的養護の推進

基

本

方

針

３

子

ど

も

・

若

者

・

子

育

て

を

み

ん

な

で

支

え

る

ま

ち

づ

く

り

基

本

方

針

４

配

慮

が

必

要

…

12. 子ども・若者が安

全・安心に暮らせる

まちづくり

11. 子育てプロモー

ションの推進

10. 地域全体で子ど

も・若者の成長を支

える環境整備

13. 児童虐待の防止



方針 基本施策名 施策名 施策の考え方 主な取組（例）

40.発達に不安がある子ど

も・若者への支援

子ども・若者の発達に関する取組をまとめて

いる。

①子どもの発達に関する相談体制の充実

②保育施設や幼稚園における巡回発達相談の実施

③発達障害の早期発見・早期支援の検討

④福祉、保健、医療、教育等の連携推進

41.切れ目ない支援体制の充

実

障害のある子ども・若者の切れ目ない支援体

制に関する取組をまとめている。

①「はちおうじっ子マイファイル」事業の推進

②教育・保育施設等での障害児の受入（インクルーシブ保

育・教育）

③障害のある若者の就労支援

42.重症心身障害児・医療的

ケア児への支援

重症心身障害児・医療的ケア児に関する取組

をまとめている。

①在宅レスパイト事業の実施、協議の場の設置

②医療的ケア児コーディネーター事業

③医療的ケアを必要とする保護者への情報提供

④重症心身障害児や医療的ケア児を対象とする一時預かり場

所の充実

43.ひとり親家庭への支援 ひとり親家庭の保護者に関する取組をまとめ

ている。

①「母子家庭等就業・自立支援センター事業」の実施

②経済的支援や家事支援（養育費確保含む）

③母子・父子自立支援員による相談・支援の実施

④ひとり親家庭への情報提供の充実

⑤ひとり親同士の交流の場の提供

44.ひとり親家庭で育つ子ど

もへの支援

ひとり親家庭の子どもに関する取組をまとめ

ている。

①学習支援の実施

②ひとり親家庭の親と子がふれあい機会の提供

③生活力の向上に向けた体験活動の実施

45.ひとり親家庭になる前か

らの支援

離婚を考えている親に対する取組をまとめて

いる。

①「離婚前後家庭支援事業」の実施

②「母子家庭等就業・自立支援センター事業」の実施（再

掲）

③離婚に関する相談や講座の実施

46.子どもへの教育・生活支

援

子どもの貧困対策に関する取組をまとめてい

る。

①身近な場所での学習支援の実施

②地域での相談・居場所づくり

③生活に困難を有する子どもを支える団体への支援

47.生活に困っている世帯へ

の支援

子育て家庭の貧困対策に関する取組をまとめ

ている。

①支援対象者の実態に応じた自立支援プログラムの実施

②関係機関との連携など多様な主体による支援

③身近な場所で早期に相談や支援が行える体制づくり

48.生活に困っている若者へ

の支援

若者の貧困対策に関する取組をまとめてい

る。

①若者の安定した雇用の促進

②若者の職場定着支援

③生活に困っている若者の相談や就労・生活などに関する支

援

④生活に困っている若者の就学に関する支援

49.外国につながる子どもと

家庭への支援

外国につながる子どもと家庭に関する取組を

まとめている。

①子どもへの日本語学習支援や生活支援

②保護者への日本語学習支援や生活支援

③子どもや保護者の居場所づくり（在住外国人サポートデス

ク、多文化キッズサロン）

④行政情報などの多言語化、やさしい日本語の活用

50.多文化共生意識の啓発や

国際理解の推進

日本人も外国人も互いに認め合い、共に暮ら

していくことができるよう、多文化共生意識

の啓発や国際理解の推進に関する取組をまと

めている。

①小・中学校における国際理解教育の推進

②海外友好交流都市との交流

③多文化共生の意識を高めるための交流機会の提供

④助っ人留学生制度による地域交流

51.包括的な支援体制 様々な困難や悩みを抱える子ども・若者の包

括的な相談・支援体制に関する取組をまとめ

ている。

①はちまるサポートによる相談・支援体制

②若者なんでも相談窓口

③「若者支援協議会」における支援体制づくり（再掲）

④孤独・孤立対策の強化

52.自殺や引きこもりなど

様々な悩みへの支援

自殺やひきこもり、LGBTなど様々な困難や悩

みに対する支援をまとめている。

①不登校やひきこもり状態にある子ども・若者への支援

②自殺対策の推進

③こころの健康に向けた支援

④ヤングケアラーやダブルケアへの支援

⑤LGBT電話相談などの実施

基

本

方

針

４

配

慮

が

必

要

な

子

ど

も

・

若

者

と

家

庭

へ

の

支

援

18. 様々な悩みを抱え

る子ども・若者への

支援

16. 子ども・若者の貧

困対策の推進

17. 外国につながる子

どもと家庭への支援

14. 障害のある子ど

も・若者への支援

15.ひとり親家庭への

支援



資料４ 基本方針１・２に関する委員からの意見（まとめ） 

 

 分類 意見（要旨） 

１ 共通事項 （案は）これまで積み上げてきたことを発展させ、市民がその立場を超えてつながり、子どもや若者、子育て家庭を支援する、八王子市

の目指す方向を明確に示していると感じた。特に、主な取組みはいずれも時宜を得たものであると考える。 

２ 共通事項 次の５年間で各施策がどのように進められていくのか、具体的な施策・事業の内容が見える化できると良い。 

３ 共通事項 各施策の効果をより正確に評価していくため、各施策を横断的に評価する指標や質的に評価する指標があると良い。例えば、すくわ

くプログラムは小学校との連携、未就園児すくてく通園事業は利用方法や受入園での実施方法と利用者の満足度など。 

４ 基本方針１ 施策１では「育つ権利」と「参加する権利」をまとめているが、主な取組は「参加する権利」に関することが中心となっている。今後の指

標設定や評価を見据えると、「育つ権利」については、基本施策 2 で扱っても良いのではないか。（事前資料送付後、ご意見も参考に

施策体系案を修正） 

５ 基本方針１ 主任児童委員からは、１学期の相談として「不登校」が一番多かったと聞いており、施策２の「不登校総合対策の推進」に期待する。ま

た、不登校児は「健康診断」が行われていないとの話も耳にしたため、健康診断の実施検討をお願いしたい。 

６ 基本方針１ 子どもの権利の理解促進と同時に、子ども・若者施策の中にダイバーシティの考え（ダイバーシティ教育の実施等）を取り入れることを

提案する。持続可能な地域社会をつくるため、誰もが個性を互いに認め合い、それぞれが望むフィールドで活躍できることが重要。幼

少期より、年齢や性別、国籍、障害の有無、性的指向・性自認等にかかわりなく、一人ひとりが尊重されることの大切さに触れたり、学

んだりすることが、八王子市の未来につながると考える。 

７ 基本方針１ すくわくプログラムを始めとした非認知能力の向上は、子どもたちに探究する面白さを伝えることで、成長の機会を大きく広げる効果

がある。今後も継続的に推進していただきたい。 

８ 基本方針１ 施策名 14 に「子ども・若者とともに作る居場所づくり」や「居場所づくりの担い手の確保・育成」とあるが、（素案の中では）具体的な方

向性や視点を示唆できると良い。例えば、ヤングケアラー自身からの発信がないことや本専門分科会で定性的な評価を重視してほし

いとの意見を踏まえ、子ども・若者が相談しやすい居場所づくりや担い手の育成といった視点を取り入れても良いのではないか。 

９ 基本方針２ 未就園児すくてく通園事業（在宅子育て家庭の孤立防止）は０歳児～２歳児の未就園児の育ちの環境の場を提供することで、保護者

の不安解消やリフレッシュ、定期的に通うことによる虐待防止等の対策となる。また、子どもにとっても、保護者以外の他者との関りの

場として、その後の成長に良い影響があることから、充実を図っていただきたい。 

10 基本方針２ 現行計画では基本施策８に「身近な場所での相談・居場所の充実」を掲げているが、施策体系案では基本施策９で「子育て家庭の居

場所づくり」と変更になっており、後退した印象を与える可能性がある。 
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